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『鳴り砂』2-118 号 別冊 2022 年 5 月 20 日 

 最近の気になる動き 96-4  

｢事実確認｣から“芋づる式”に掘り起こされた問題点！ 
 

前号『気になる動き96-3』で3.3第1032回審

査会合資料1-2（実際には2.28面談資料２）

「別紙11」を検討して『硫化水素問題の最終

稿』と記載しましたが、その後3.3議事録が公

表され、また、3.23面談資料１「別紙11（改

訂版）」も提出されるなどの動きがありました

ので（4.8申請補正は単なる修正）、検討を続

行したいと思います。 

 

＜3.3議事録、pp.10-12：下線筆者＞ 

○角谷主任安全審査官：本日の説明には含まれ

ていないんですけれども、昨年の7月に女川発

電所で硫化水素が流出するという事象がありま

した。このときに発生源となったタンクという

もの自体は、硫化水素をためておくようなもの

ではないんですけれども、不適切な作業計画に

よって硫化水素が意図せず流出をしたというこ

とで。今回は有毒ガス防護の関係で要求してい

る基準でいくと、予期せず発生する有毒ガスで

あったというふうな理解をしているんですけれ

ども、事業者として、このときの経験を踏まえ

て、今回申請の中で予期せず発生する有毒ガス

への対応というのを示しているわけですけれど

も、その手順が有効なのかどうか、事業者とし

てどのように考えているか説明をしてくださ

い。 

○東北電力（大友）：今、御質問の件につきま

しては、資料1-2、まとめ資料のほうで御説明

をさせていただきます。資料1-2の別紙11、後

ろのほうですね、別紙11のほうを御覧くださ

い。ページで言いますと、別紙11-12ページで

すね。別紙11-12ページを御覧ください。 

…昨年、発生しました硫化水素の流出事

象、これに対しまして再発防止対策、それから

水平展開を行っております。それらを踏まえ

て、同様な事象は発生しないというふうには考

えてはございますが、それでもなお何らか原因

で有毒ガスが発生するような場合につきまして

は、今ほどお話のありました予期せず発生する

有毒ガスの防護対応で実施するということで考

えてございます。 

具体的手順につきましては…＜中略＞。 

それから、次の別紙11-14ページを御覧いた

だきたいんですが、一番上になお書きで記載し

てございますが、昨年起きた硫化水素流出事象

の場合におきましても、今の御説明した手順と

同様な対応を行っておりまして、対策に対して

は有効であるというふうに考えてございます。

… 

○角谷主任安全審査官：今、説明があったとお

り、今回定めた手順、それと同等なものが硫化

水素流出事象のときにも実際に行われたという

ことで、その実効性については確認していると

いうことを理解しました。 

○宮本主任安全審査官：先ほど各審査官の確認

内容を踏まえ、現時点では大きな論点があると

は現状考えておりませんが、今後さらに事実確

認を進める中で論点が見出された場合には、再

度審査会合を開催して確認していきたいと思い

ます…。  

 

まず、＜3.4河北＞が取り上げた「大きな論

点はない」旨は規制庁・宮本氏の見解ですが、

角谷氏の質問から分かるとおり、同審査会合で

東北電力は、昨年7.12事故については資料添付

するだけで説明はしておらず、規制庁側も資料

を“予習・事前検討”などもせず、その場で東

北電力の簡単な説明（一方的弁明）を聞くだけ

で「理解」し、「大きな論点があるとは…考え

ておりません」と結論付けたことが分かりま

す。 

これでは、規制庁が主体的に「今後さらに

事実確認を進める」ことなど期待できず、東北

電力が徹底して隠している、１号機で発生した

硫化水素が２号機制御建屋にまで流出したこと

の重大性、そこから浮かび上がった「共用・接

続配管問題」を真に「理解」し、「共用解消・

２号機ランドリドレン処理系の新設」などの根

本的安全確保対策を求めることなどできるはず

はありません。何度も繰り返しますが、沈降分

離槽内で（スラッジ一部排出・定期的曝気作業

を行なっても、硫酸塩還元細菌のミクロポリス

を根絶しない限り）硫化水素は発生し続け、

「共用解消・接続配管撤去」という根本的対策

を講じない限り、作業時外に空気注入ポンプが 

作動したり、作業時に隔離弁が開となるなどの

『単一故障』で「同様な事象は発生」するので

あり（“予期せず”ではなく“対策を講じなか

った故に”再発）、「予期せず発生する有毒ガ

スの防護対応」があるから問題ないという姿勢
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は‘考えられる限り事前に危険性の芽を摘む’

という安全対策の基本を放棄したものです。 

 

次に、「事実確認」として改めて事故の時

系列【11.5協定文書】を見てみると、２号機制

御建屋で発生したはずの異臭等の報告なのに、

不思議なことに、すべて「１号中

央制御室」へなされ、被災作業員

【表のとおり、７名とも２号機作

業に従事】も「１号中央制御室」

に「いる」とされ、立入禁止・退

避も１号機廃棄物処理建屋に向け

て放送されています。そして、１

号機側での諸対応・濃度測定（や

被災者の病院搬送）が一段落した

後、異臭連絡から４時間以上の

19:44以降に、ようやく異臭発生現

場の「女性用更衣室（２号機制御

建屋）」の換気や硫化水素濃度測

定がなされています。 

普通に考えれば、異臭連絡は現

場の真上にある「２号中央制御室」に

なされ、被災者・体調不良者も一番近

い同室で手当てし、立入禁止・退避指

示も異臭が発生した２号機制御建屋内

作業者らに向けてまずは注意喚起する

のが“筋”ではないのでしょうか。も

しかすると、被災者自身がさらなる危

険を回避するため１号機制御建屋へ避

難し、その後１号中央制御室へ緊急通

報し同室で介抱され（まさか、核物質

防護上、２号中央制御室では受け入れ拒

否？）、一方、同室の運転員は廃棄物処理建屋

での曝気作業・硫化水素発生可能性を認識して

いたため、あわてて廃棄物処理建屋に対し注意

喚起放送や濃度測定等の緊急対応を行なったと

いう可能性はありますが…。 
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また、3.23「別紙11」（黄色マ

ーカーは東北電力）を見ると、事

故時には「発電課長（当直長）」が

通報を受けたり立入規制等の対応

をしたようですが、前出の時系列を考え合わせ

ると、当該発電課長（おそらく１号機担当。そ

の後に２号機担当発電課長への連絡・意志疎通

が不十分だったのでは？）は、２号機制御建屋

で異臭・体調不良者が発生したにもかかわら

ず、上記のように１号機中心の対応を行ない、

２号機側への指示対応が遅れた「事実」に鑑み

れば、東北電力が「予期せず有毒ガスが発生し

た場合」にも「運転・初動要員を防護」できる

根拠として列挙している、「発電課長」を起点

とする①～③の対応・指示が、適時・適切にな

されるとは限らないことは明らかです。 

 

このように、今回の事故の「事実確認」は

未だ不十分ですが（東北電力も「別紙11」に

「11.5協定文書」の記載内容を盛り込むなどの

詳しい事実報告をする気はなく、規制委も真相

究明する気はないため）、上記の１号機・２号

機間（発電課長）の連絡・対応の錯綜が生じた

原因として考えられるのは、２号機増設時に、

情報共有などの利点から（実際には当直長兼

任・人員削減などによる経

済性から＜2015.4.21資料1-

1・5枚目＞）１・２号機間

で中央制御室スペースを

「共用」（なんと隣接する制御建屋の壁を

ぶち抜いて！）していたことです【図：同

資料・25枚目。吹出し筆者】。 

そのため、以前は、一方の中央制御室へ

連絡すれば号機間で情報共有されたもの

が、2018.10.25の１号機廃炉決定（2020.3.18

廃止措置計画認可）に伴い中央制御室の物理的

分離・共用解消が必要となり（２号機再稼動申

請時の“目論見・前提条件”の大きな変

更！）、そのため一度ぶち抜いた壁を（扉を

有する分離壁で）復元＜2019.6.7第17回安全

性検討会資料２・18頁＞せざるを得なくな

り、その際、１・２号機間での緊急連絡用送受

話器・保安電話などの連絡網・配線の分離・新

設が不十分だったため（発電課長の職務分離も

不十分？）、今回の様々な錯綜が生じた可能性

があるのではないでしょうか。 

これらは、東北電力・規制委にきちんと

「事実確認」してほしいと思います。 

 

このように「共用」問題がここでも姿を現

わしたことに、筆者は驚きました。 

そこで、「共用」問題について改めて検討

すれば、２号機再稼動申請に当たって、東北電

力は、設置許可基準規則第12条第6項・第7項

に関して「共用・相互接続している設備」を抽

出したとして＜2015.4.21資料1-1・8-9枚目の

第2.1-1表＞、前述の「中央制御室」のほか、

「セメント固化装置」等も挙げています。です

から、廃棄物処理関係の調査も行なったはずで

すが、「ランドリドレン処理系」は記載されて

いません。 

ところが、廃炉申請＜2019.7.29：8頁第4-2

表(2/3) 【次頁】＞を見ると、「共用施設」と

して「ランドリドレン処理系」も「セメント固

化装置」等とともにリストアップされていま

す。ですから、おそらく東北電力の単なる“抽

出し忘れ・見落とし”だと思いますが（まさか

今回の事故を予見して意図的に隠ぺい？）、規

上
は
１
号
機
。
下
は
２
号
機
。
建
屋
の
壁
を
壊
し
て
共
用 
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制委は、そのような抜け落ちのある説明を鵜呑

みにするだけで、自ら２号機増設時の『設置変

更許可申請書』を見直す等の基本的な「事実

（共用設備）確認」もせず、『鳴り砂№293・

気になる動き93の３』３項記載のとおり、

2020.2.26『審査書』146-149枚目「Ⅲ-10 安

全施設」において、設備共用によって「安全性

は損なわれない」と太鼓判を押した（合格させ

た）“負い目”があるため、今回の事故後にな

された「有毒ガス申請」においても、「ランド

リドレン処理系」の共用解消・配管撤去・設備

新設について一切触れようとしない（無視し続

ける）ものと思われます（本来は“汚名返上・

名誉挽回”の大きなチャンスだと思います

が）。 

 

最後にまた付言すれば、時

系列の異臭連絡で「１，２号

更衣室付近」と記載されていることも気になり

ました。上記の情報錯綜が原因でしょうか。も

しかすると、２号機増設に伴い２号機制御建屋

内の更衣室が「共用（１，２号更衣室）」とな

り、一方で１号機制御建屋内の洗濯室＜

2022.3.23審査資料１「別紙11」243枚目＞が

「共用（１，２号洗濯室）」となっているので

しょうか。 

いずれにしても、１号機制御建屋（洗濯

室：洗濯廃液の発生源）にランドリドレン配管

が通じていることは明らかですので、繰り返し

になりますが、今回の事故時に１号機側への硫

化水素逆流の有無と、無かったのならその理

由・仕組み（再発防止策を講じる上で重要なは

ず）について、東北電力はきちんと説明すべき

です。 

 

このように、筆者の拙い「事実確認」から

も次々に問題点が出てきましたが、規制委・規

制庁も、東北電力の再稼動スケジュール

【2024年2月に延期：2022.3.31河北】に配慮

した拙速な審査を行なうのではなく、今回の事

故の「事実確認」を（例えば「11.5協定文書」

を提出させるなどして）真摯に行ない、「論

点」を自ら見い出す努力をして（東北電力から

の報告を鵜呑みにせず）、ランドリドレン処理

系の共用解消・配管撤去による有毒ガス防護に

かかる根本的な再発防止策を命じたり、１号機

廃炉に伴う中央制御室を含む共用設備

（2015.4.21資料1-1第2.1-1表）の共用解消・

機能分離に必要な号機ごとの設備・体制の整備

確認などを行なうなどして、真の安全確保を図

る責務があるのではないでしょうか。 

＜2022.4.16 了＞ 

（仙台原子力問題研究グループＩ） 

 

 

女川原発硫化水素労災事故「指導票」不開示決定 

情報公開・個人情報保護審査会に「意見書」を提出 
 

昨年 7 月の女川原発硫化水素労災事故に関

し、昨年 11 月、「指導票」不開示決定に対し

厚生労働大臣宛に「行政不服審査法に基づく審

査請求」をしたところ、2 月 21 日付で総務省

情報公開・個人情報保護審査会に諮問した旨の

通知が届き、さらに、3 月 14 日付で総務省事

務局から「理由説明書の送付及び意見書又は資

料提出について（通知）」（4 月 4 日提出期

限）が届いたので、4 月 2 日、情報公開・個人

情報保護審査会宛に「意見書」等を郵送した。

愈々です。結果が楽しみです。 

 諮問庁（厚生労働大臣）の「理由説明書」に

対し、請求者として概ね以下のとおり反論した。 

  

○不開示情報の適用条項として、原処分の不開

示理由には記載のなかった（情報公開）法第５

条第１号への該当性を新たに追加したのは不

当。 



5 

 

 当該文書（「指導票」）が、2021 年 7 月 12 日

に女川原発２号機の制御建屋内で発生した、同

原発１号機廃棄物処理建屋で発生した硫化水素

を吸い込み作業員７名が体調不良になった労災

事故に係る文書であることから、その記載内容

に労災被害者たる作業員７名の個人に関する情

報の記載があると推測し、特定の個人を識別す

ることができる情報（氏名、生年月日等の「個

人情報」）については、個人情報保護の観点から

法第５条第１号に基づき当然当該個人情報は不

開示（その他の大半の文書は部分開示）とされ

ることを予想していた。しかし、原処分庁（宮

城労働局長）は、文書全てを不開示とするとと

もに、不開示理由として法第５条第１号該当性

を挙げなかったことから、当該文書には個人情

報の記載はないものと理解していた。 

 ところが、本件審査請求において、諮問庁は、

突如、当該文書に個人情報が記載されているこ

とを前提とした理由説明を行なって来た。この

意味するところは、原処分庁が、請求者の開示

請求に対し、自ら作成した当該文書について、

個人情報の記載の有無を再確認もせず、個人情

報を除いた当該文書の部分開示ではなく、安易

かつ不当に当該文書全てを不開示とする原処分

を行なったということだ。 

 そのような原処分の不備・不当性を隠ぺいす

るため、原処分庁の上級庁たる諮問庁は適用条

項の追加を自らの判断で行なったものと推察さ

れるが、上述のとおり、当該文書の記載内容の

十分な再確認も行なわずに当該文書全てを不開

示とした原処分を維持しようとする諮問庁の安

易かつ不当な考えこそ、棄却されるべきものと

考えます。 

 なお、請求者は、当該文書中に個人情報の記

載がある場合は、個人情報保護の観点から限定

的に不開示とされることについて、特に異議は

ありません。 

 

○原処分庁および諮問庁の挙げている不開示

理由は、そもそも行政文書の開示義務（第５条）

および部分開示（第６条）を定めた法の目的・

規定に著しく反している。 

諮問庁は、「特定労働基準監督署が行った監督

指導の手法や詳細」は「労働基準行政機関が行

う事務に関する情報」で、それが公にされた場

合、「検査事務という性格を持つ臨検監督指導業

務に係る事務に関し、正確な事実の把握を困難

にするおそれ又は違法な行為の発見を困難にす

るおそれがある。」と主張している。 

「監督指導の手法や詳細」は、「検査事務とい

う性格を持つ臨検監督指導業務に係る事務」に

関するものと思われるが、そのような検査事務・

臨検監督指導業務は、基本的には関係法令等に

基づき全国一律の公平性・平等性をもった「手

法や詳細」によってなされているものなのでは

ないか。そう考えれば、当該特定労働基準監督

署（石巻労基署）が当該特定事業場（東北電力・

女川原子力発電所）に対し、極めて特殊な「手

法や詳細」で行なった監督指導は、あったとし

ても一部に限られると推測される。そして、別

紙１の「指導票」の記載例を見ても、ことさら

国民に対して秘密にしておかなければならない

「監督指導の手法や詳細」が、「容易に区分して

除くこと」ができないほど当該文書全てに記載

されているとは考えらない。 

 

【別紙１】指導票記載例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

諮問庁は、「当該特定事業場が特定労働基準

監督署との信頼関係を前提として誠実に明らか

にした事業場の実態に関する情報等」について、

それが公にされた場合、「事業場や労働者と特定

労働基準監督署との信頼関係が失われ、事業場

や労働者が関係資料の提出や特定労働基準監督

署に対する情報提供に協力的でなくなり、また、

事業場においては、指導に対する自主的改善意

欲を低下させ、特定労働基準監督署に対する関

係資料の提出等情報提供にも一切協力的でなく

なり、ひいては労働関係法令違反の隠蔽を行う
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ようになるなど、犯罪の予防に支障を及ぼすお

それがあ」ると主張している。 

「事業場の実態に関する情報等」については、

個々の文章ごとに、法令等に基づく労働基準監

督署の有する（信頼関係に依らない）法的調査

権限・臨検監督指導業務によって入手可能な情

報と、「当該特定事業場が特定労働基準監督署と

の信頼関係を前提として」のみ初めて「明らか

にした」情報（法的権限等では入手できない情

報）とを、厳密に区分する必要があると思いま

す。その上で、少なくとも「信頼関係を前提」

とせず、法的権限等により入手した情報につい

ては、開示されるべきであると考えます。 

いずれにしても、諮問庁が当該文書不開示の

前提として主張する両者間の「信頼関係」を重

要視することは根本的に間違っており、そのよ

うな「信頼関係が失われ」ることにより生じる

と縷々主張されている理由説明は、いずれも法

第５条第４項の「相当の理由」には当たらない。 

 

○「請求人の主張について」について 

諮問庁は、「特定事業場が指導を受けた内容

であるとしてＨＰ上で公開した情報は、あくま

でも実際の指導内容が推測できるにすぎない情

報であるところ、当該情報と、行政機関が、特

定の事業場に対する指導内容等が記載された行

政文書を開示することにより明らかとなる情報

とでは、情報の信憑性において、大きな懸隔が

あり、これを同一に取り扱うことは不適当」と

主張している。 

 

東北電力は、2021 年 10 月 12 日の『女川原子

力発電所２号機および３号機の状況（2021 年 9

月分）』の「４．その他 （２）女川原子力発電

所２号機の制御建屋内における体調不良者の発

生について」の中で、『指導票』の概要を公表し、

さらに、「女川原子力発電所周辺の安全確保に関

する協定書」に基づいて 2021 年 11 月 5 日に東

北電力から宮城県に提出され、宮城県議会議員

に公開された『女川２号機制御建屋内における

体調不良者の発生に係る原因と対策について』

の４頁には『指導票』の内容が、以下のように

詳しく記載されている。 

 

６．労働基準監督署からの指導内容 

本事象発生後，石巻労働基準監督署による現

場確認や聞き取り等の調査が行われ，10 月 7 日

に，今後の同種災害発生防止のため，発生原因

を明らかにした上で，以下の措置を講じる旨の

指導票を受領した。 

（１）バブリング作業実施にあたり，2 号機制御

建屋に繋がる配管の弁を閉止する等，硫化水

素の流出を防止するための隔離措置を実施

すること。 

（２）バブリング作業実施時には硫化水素発生

の可能性があることに鑑み，当該作業につい

ては酸欠作業に進じた措置を講じること。ま

た，硫化水素の漏えい防止規程を作成する

（あるいは），バブリング作業の作業手順書

に硫化水素の漏えい防止対策の内容を盛り

込む等の措置を併せて講じること。 

（３）廃スラッジについて，排出処理が定期的

に行われるよう，処理計画を策定し，これに

基づき排出処理を行うこと。また，廃スラッ

ジの貯留許容量（スラッジレベル）の基準に

ついて，必要な見直しを行うこと。 

（４）緊急・異常事態が発生したときの報告フ

ローについて，必要に応じて見直しを行った

上で，貴専業場構内で作業を行う各協力会社

の作業員へ再周知を行うこと。 

（５）換気空調系の排気容量を超える排気がべ

ント管等から排出されることが予想される

作業については，事前に換気空調系の排気容

量を増やす等の対策を講じること。 

（６）ファンネル封水処理について，水が涸れ

る前に補充が行えるよう，処理の頻度を見直

すこと。また，定期的に封水処理状況を確認

する等の対策を講じること。 

（７）1号機ランドリ系設備以外に硫化水素が発

生する可能性のある設備の有無を調査する

こと。調査の結果，該当する設備がある場合

は（１）～（６）に準じた対策を講じること。 

 

「情報の信憑性」に「大きな懸隔があり」、「同

一に取り扱うことは不適当」とされる東北電力

の公表した指導概要や、別紙１の指導票の記載

例を見ても、当該文書は、諮問庁が理由説明書

で縷々主張した法第５条第６項イの不開示情報

に該当するものでも、第４項規定の不開示にす

べき「相当の理由」などもないことは明らかで

す。 

なお、行政機関の作成文書である当該文書と、

一民間事業者でしかない東北電力の公開情報

（宮城県などの地元自治体との『安全協定』に

基づく報告文書も含む）とでは、「情報の信憑性」

に「大きな懸隔があり」、「同一に取り扱うこと

は不適当」という諮問庁の主張は、「信頼関係」

のあるはずの東北電力の情報の「信憑性」を正

当な理由もなく一方的に貶めるもので、諮問庁

の主張の前提となっている両者間の「信頼関係」

など最初から存在していないことは明らかです。

したがって、当該文書が「公にされた場合には」
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両者間の「信頼関係が失われ」るという諮問庁

の主張は、最初から破綻しています。 

 

情報公開法第１条の目的たる「国民主権の理

念にのっとり、…行政機関の保有する情報の一

層の公開を図り、もって政府の有するその諸活

動を国民に説明する責務が全うされるようにす

るとともに、国民の的確な理解と批判の下にあ

る公正で民主的な行政の推進に資する」よう、

原処分を取り消し、当該文書を開示（個人情報

以外の部分開示）されるよう請求します。 

（風の会 S） 

 

◆●▼▲■◇○▽△□◆●▼▲■◇○▽△□◆●▼▲■◇○▽△□◆●▼▲■◇○▽△□◆ 

 

【女川原発アラカルト】 
【３月】 

15 日（火） もっかい事故調・水素爆発対策を

憂慮する市民、原子力規制庁へ、（ＢＷＲで）

水素爆発防止対策が有効に機能するのかとい

う問題でヒアリング。 

16 日（水） 午後 11 時 36 分頃、宮城・福島県

で震度６強の地震発生。震源地福島県沖、震

源深さ約 60 ㌔、Ｍ7.4。東北新幹線下りやま

びこ 223 号が白石蔵王駅南 2 ㌔の地点で脱線

事故。 

東北電力、女川原発で、１号機使用済燃料

プールの冷却系ポンプが約 1 時間停止、地震

により変圧器内の油が揺動し計６台の変圧器

の避圧弁が動作、３号機使用済燃料プールの

スロッシング（地震の影響で水面が波打つ現

象）で周辺の床面にプール水の飛散（約 0.3

リットル）、放水口モニタ用の電源が停止し

たことで１号機放水口モニタの欠測、２号機

および３号機のサンプリング用の取水ポンプ

が停止したことに伴い両号機の放水口モニタ

が欠測、３号機使用済燃料プールへの塗膜片

落下、■１号機で１・２号給排水処理設備ろ

過器基礎コンクリートの割れ（2 設備）・基礎

ボルト浮きあがり（1 設備）・廃棄物処理建屋

防火扉のラッチ部の破損（1 カ所）、■２号機

でタービン建屋２階床面へのボルト落下（8

本）・水銀灯落下（1 カ所）・タービン発電機

軸受カバーへの水銀灯落下（1 カ所）、■３号

機で原子炉建屋３階オペレーティングフロア

床面への水銀灯落下（1 カ所）・原子炉建屋見

学者ギャラリー窓ガラス（飛散防止フィルム

あり）のヒビ（1 枚）・高圧復水ポンプモータ

冷却器配管接続部からの非放射性の冷却水の

漏えい（約 50 リットル）・タービン建屋１階

床面へのボルト落下（12 本）・給排水処理建

屋外壁一部外れ（1 カ所）原子炉建屋３階オ

ペレーティングフロア天井仮設部材の変形（1

カ所）、■サイトバンカ建屋３階水銀灯の破

損（1 カ所）、１・２号機主要建屋へアクセス

する屋外通路の窓ガラスの破損（1 枚）、環境

放射能測定センター試料放射能測定装置２台

の遮へい扉の留め具破損、３号機主要建屋へ

アクセスする屋外通路で段差の発生など 20

件の被害を確認と発表。 

東北電力、新仙台火力 3－1、3－2 号系列が

停止（3 月中復旧）、原町火力 1 号機が停止

（5 月 10 日運転再開）、相馬共同火力発電の

新地発電所の石炭陸揚げ施設が破損と発表。 

18 日（金） 女川原発再稼働差止訴訟原告団・

弁護団、宮城県への情報公開請求開示結果は

「該当文書がない」や「部分的回答」、その批

判も含め原告主張を補充する『第 8 準備書面』

を 3 月 30 日に仙台地裁に提出。 

 脱原発スタンディングの会、『脱原発金曜昼

スタンディング』、仙台市フォーラス前、7 名

参加。 

19 日（土） みやぎアクション、オンライン会

議。16 名参加。 

25 日（金） 「元の生活をかえせ」いわき市民

訴訟控訴審第 1 回裁判、仙台高裁。裁判所前

集会、県民会館で模擬裁判や報告集会。小林

久起裁判長、次回期日での結審や和解提案を

示唆。 

 『脱原発金曜昼スタンディング』、6 名参加。 

国土交通省、女川原発の避難道路となる国

道 398 号石巻バイパスの未整備区間の整備を、

2022 年度の新規事業に採択すると発表。 

26 日（土） さようなら原発みやぎ実行委、「Ｓ

ＴＯＰ！女川原発再稼働 さようなら原発 

宮城県民集会」とアピール行進、仙台市勾当

台公園市民の広場。本田永久子さん（女性ネ

ットみやぎ事務局長）が主催者挨拶、女川原

発再稼働差止訴訟原告団：佐藤清吾さん、馬

場績さん（津島地区原発事故の完全賠償を求

める会発起人・元町議）、若井勉さん（大崎住

民訴訟原告団副団長)、集会決議採択、司会：

鈴木真奈美さん。雨の中、約 300 名参加。 

Hope＆Action、女川原発再稼働と選挙 ＷＥ

Ｂ講演 Vol.15、「放射能汚染木を燃やす木質

バイオマス発電は、安全なの？」、和田央子さ

ん（2001 年東京より福島に移住、facebook「燃

やすな除染廃棄物焼却・バイオマス発電に反
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対」などで情報発信中）、青木一政さん（ちく

りん舎・NPO 法人市民放射能監視センター副

理事長）。 

27日（日） 脱原発東北電力株主の会、株主提

案協力要請を発送作業。7名参加。 

28 日（月） 東北電力、女川原発に勤務する

協力企業従業員 7 人が新型コロナウイルスに

感染したと発表。昨年 1 月 13 日からの累計

感染者は 200 人、協力企業従業員 194 人、社

員 6 人。以降 5 月 17 日までに、協力企業従

業員 42 人、社員 13 人が感染。 

29 日（火） 県、汚染水海洋放出に関する官

民連携会議第 5 回会合、約 60 人出席。 

 環境省、県内全域の河川と湖沼や沿岸計76

地点の公共用水域で昨年10～12月に実施した

放射性物質モニタリング結果を公表。河川周

辺の土壌から松川・宮大橋左岸（蔵王町）で

2783㏃/㎏、川原子ダム（白石市）2778㏃/

㎏、白石川・白幡橋右岸（柴田町）2386㏃/

㎏、二迫川・鍛治屋橋右岸（栗原市）2172㏃

/㎏の放射性セシウムを検出。底質では、天

沼（仙台市太白区）で3320㏃/㎏、阿武隈

川・阿武隈大橋（岩沼市、亘理町）2688㏃/

㎏、馬牛沼（白石市）887㏃/㎏を検出。水質

は全地点で検出下限値（１㏃/㍑）以下。 

30 日（水） みやぎ生協・コープふくしま・

宮城県漁協・宮城県生協連・福島県生協連、

東京電力と経済産業省に、「アルプス処理水

の海洋放出に反対する署名運動」で集約され

た署名 17 万 9093 筆を提出。 

東北電力、女川原発 2 号機の安全対策工事

の完了時期を、2022 年度中から 2023 年 11

月に 8 ヶ月延期（完了延期は 5 回目）、再稼

働予定を 2024 年 2 月と発表。使用前確認申

請書を原子力規制委員会に提出。 

31 日（木） 東北電力、2022 年度の核燃料輸

送計画を公表。女川原発２号機の新燃料集合

体 56 体（容器数 28 個）を（株）グローバ

ル・ニュークリア・フュエル・ジャパン（神

奈川県横須賀市）から搬入。2023 年 2 月、

低レベル放射性廃棄物 296 本（容器数 37

個）を日本原燃（株）六ヶ所低レベル放射性

廃棄物埋設センターに搬出。 

東北電力、上越火力発電所 1 号機（出力

57 万 2000 ㌗）が試運転を開始したと発表。

液化天然ガス（LNG）を燃料に、ガスと蒸気

の二つのタービンで発電。 

【４月】 

1 日（金） 『脱原発金曜昼スタンディング』、

仙台市フォーラス前、6 名参加。 

2 日（土） 風の会 S、昨年 7 月の女川原発硫

化水素労災事故に関する「指導票」不開示決

定に対し、総務省情報公開・個人情報保護審

査会宛に「意見書」等を郵送。 

7 日（木） 『河北新報』、3 月に行なった県民

世論調査結果を公表。女川原発再稼働「反対」

意見 56.7%。 

8 日（金） みやぎ生協など 5 団体、「処理水

海洋放出反対署名運動」報告会、フォレスト

仙台、会場とオンラインで約 250 名参加。 

 『脱原発金曜昼スタンディング』、9 名参加。 

 東北電力、規制委に女川原発 2 号機の有毒

ガス防護に関する許可申請の補正書（6 頁）

を提出。 

9 日（土） 放射能から子どもたちを守る栗原

ネットワーク『学習交流会』71、栗原市市民

活動支援センター多目的室。 

10 日（日） 東北電力ネットワーク、再生可能

エネルギー発電事業者を対象に「出力制御」

を初めて実施。21 施設、最大 11 万㌗（午前

11 時半から正午）を一時停止。前日見込みを

下回り、正確に予測する難しさが浮き彫りに。

17 日、2016 施設、最大 132 万㌗。23 日、7 施

設、10 万㌗。24 日、34 施設、22 万㌗。30 日、

6263 施設、128 万㌗。5 月 2 日 69 万㌗、3 日

74 万㌗、4 日 119 万㌗、5 日 26 万㌗、6 日 28

万㌗、8 日 124 万㌗、10 日 31 万㌗、15 日 49

万㌗（13 回目）。 

12 日（火） 東北電力、県・女川町・石巻市な

らびに登米市・東松島市・涌谷町・美里町・

南三陸町に 3 月分の女川原発 2・3 号機の「定

期事業者検査」の状況報告。昨年 2、3、5 月

の地震で 3 号機の原子炉建屋の点検用足場か

ら脱落した部品 89 個のうち、未回収の部品

57 個の捜索を打ち切る方針を発表。 

15 日（金） 『脱原発金曜昼スタンディング』、

仙台市フォーラス前、5 名参加。 

 東北電力、法人向け契約で新電力からの契

約切り替えを求める企業の受け入れを停止し

ていると公表。 

16 日（土） 飛田晋秀写真展実行委有志、津島

現地スタディーツアー、宮城から 17 名参加。 

17 日（日） 原発問題住民運動宮城県連絡セン

ター、総会記念講演「気候危機打開の道は原

発ゼロ・石炭火力ゼロで－温暖化対策を口実

にした原発温存・再拡大は許さない」講師：

長谷川公一氏（尚絅学園大学特任教授）、仙

台市市民活動サポートセンター。ＺＯＯＭ含

め約 40 名参加。 

20 日（水） みやぎ反核医師・歯科医師の会＆

宮城県保険医協会公害環境対策部、オンライ

http://miyagi-hok.org/?p=16111
http://miyagi-hok.org/?p=16111
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ン講演会「東京電力福島第一原発 ALPS 処理水

の真実－海洋放出問題を考える」講師：矢ヶ

崎克馬氏（琉球大学名誉教授）。 

第 4 回再稼働阻止全国ネットワークＺＯＯ

Ｍ会議、テーマ「戦争と原発」報告者：天野

圭一さん、山崎久隆さん。34 名参加。 

21 日（木） はんかく・女塾、オンライン第 8

回はんかく・井戸端会議「女川原発も他の原

発もいらない！～原発は温暖化対策の優等生

ではない～」報告者/阿部美紀子さん。 

  経済産業省、新電力の事業撤退などで電力

の契約先が見つからない法人に対して大手電

力の送配電会社が電気を供給する「最終保障

供給制度」の利用事業者が、15 日時点で 4098

件あったと公表。 

22 日（金） 『脱原発金曜昼スタンディング』、

仙台市フォーラス前、6 名参加。 

 女川町議会原発対策特別委員会、東北電力

が、「圧力抑制室（サプレッションチェンバ）

の耐震補強工事」について説明。 

23 日（土） 女性ネットみやぎ結成 10 周年記

念講演会、「脱原発と気候危機～プロダイバ

ーが伝える気候危機」講師：武本匡弘さん（NPO

法人気候危機対策ネットワーク代表）、「スト

ップ！女川原発再稼働」運動のこれまでとこ

れから、多々良哲さん（女川原発の再稼働を

許さない！みやぎアクション）、仙台弁護士

会館 4 階。会場 48 名＋ZOOM 参加 25 名。 

24 日（日） みやぎアクション、オンライン会

議。15 名参加。 

26日（火） 「福島原発被害南相馬訴訟」控訴

審第３回口頭弁論、仙台高裁。小林久起裁判

長、進行協議で和解を勧告。 

東北電力、3月16日福島県沖の地震の観測

記録を用いた女川原発２号機原子炉建屋の地

震応答解析評価結果を公表。最大加速度は

367.5ガル。 

村井知事、務台内閣府副大臣と面会、原子

力総合防災訓練について非公開で意見交換。 

 環境省、県内全域の河川と湖沼や沿岸計54

地点の公共用水域で1～2月に実施した放射性

物質モニタリング結果を公表。河川周辺の土

壌から阿武隈川・羽出庭橋右岸（丸森町）で

940㏃/㎏、阿武隈川・東根橋左岸（角田市）

774㏃/㎏、金流川・小畑橋右岸（栗原市）

713㏃/㎏の放射性セシウムを検出。底質で

は、阿武隈川・阿武隈大橋（岩沼市、亘理

町）で290㏃/㎏、阿武隈川・丸森橋（丸森

町）240㏃/㎏、仙台港地先海域（甲）230㏃/

㎏を検出。水質は全地点で検出下限値（１㏃

/㍑）以下。 

27 日（水） 「ふるさと喪失・宮城」訴訟控訴

審第３回口頭弁論、仙台高裁 101 号法廷、原

告意見陳述、弁護団「貞観津波についての知

見の進展に基づく対策の必要性」陳述。弁護

団 5 名、原告支援 20 名、被告側 9 名、記者 6

名傍聴。報告会、仙台弁護士会館 304 会議室。 

  規制委、女川原発 2 号機の有毒ガス防護を

踏まえた原子炉設置変更許可の審査書案を了

承。 

28 日（木） 株主の会、東北電力に株主 211 名・

253,400 株で「脱原発会社宣言」等の 6 議案

の株主提案（27 年連続）を提出し、県庁で記

者会見。3 名参加。 

東北電力、2022 年 3 月期連結決算を発表。

売上高は前期比 8.0％減の 2 兆 1044 億円、経

常損益 492 億円の赤字、純利益 1083 億円の

赤字。最終赤字は震災以来 9 期ぶり。東北電

力の株価は一時 6 万円台（100 株）まで下落。 

29日（金） 「NPO法人きらきら発電市民共同

発電所」第8回定期総会、記念講演「みんな

で取り組もう気候危機」講師：高橋真樹さん

（ノンフィクションライター）。コロナ制約

下、会場14名＋オンライン21名参加。 

 『脱原発金曜昼スタンディング』、4 名参加。 

【５月】 

6 日（金） 『脱原発金曜昼スタンディング』、

仙台市フォーラス前、6 名参加。 

映画「チェルノブイリ 1986」、MOVIX 仙台

で上映開始。20 日以降も上映予定。 

8 日（日） 脱原発全国株主運動交流会、オンラ

イン会議。13 名参加。 

12 日（木） 東北電力、フランス発電事業者「BW

イデオル」と、岩手県久慈市沖での浮体式洋

上風力発電事業の可能性調査を始めたと発表。

浮体式洋上風力の事業化検討は初めて。 

13 日（金） 日本科学者会議宮城支部、「核/原

発を考えるフォーラム」、「3.11 被災地で原発

再稼働を許すのか？ ―女川原発再稼働への

動きと地域社会」多々良哲氏 （元・女川原発

再稼動の是非をみんなで決める県民投票を実

現する会代表）、「第 3 次世界大戦＝宇宙核大

戦をどう阻止するか―『ウクライナのメキシ

コ化・護憲日本』という目標―」藤岡惇氏（立

命館大学名誉教授）、仙台市市民活動サポート

センター6 階セミナーホール。 

『脱原発金曜昼スタンディング』、8 名参加。 

16 日（月） 東北電力、県・女川町・石巻市な

らびに登米市・東松島市・涌谷町・美里町・

南三陸町に 4 月分の女川原発 2・3 号機の「定

期事業者検査」の状況報告。硫化水素漏洩事

故再発防止策の一環で、1 号機廃棄物処理建

http://miyagi-hok.org/?p=16111
http://miyagi-hok.org/?p=16111
http://miyagi-hok.org/?p=16111
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屋の洗濯廃液タンク内スラッジ（汚泥）の排

出作業を 4 月 20 日から開始したと発表。 

17日（火） 加美町の未来を守る会、大規模風

力発電計画の白紙撤回を求める1572人分の署

名簿と要望書を県に提出。 

18日（水） 子ども脱被ばく裁判の会、「子ど

も脱被ばく裁判」控訴審第３回口頭弁論、仙

台高裁。元鍛冶丁公園から約50名が仙台市内

アピールデモ、学習会「311甲状腺がん裁判

が目指すこと」講師：井戸謙一弁護士、公正

判決を求める署名4384筆提出、15時開廷。記

者会見・報告集会、スタンダード会議室仙台

一番町ホール店6階C会議室、会場とオンライ

ンで約100名参加。 

  女川原発再稼働差止訴訟原告団・弁護団、

記者会見で、仙台地裁の調査嘱託に対し、宮

城県は職員が検査場所まで到着に要する時間

を「調査したことはない」、東北電力の要員

が到着するまでの時間も「把握していない」

と回答したと公表。 

「第 160 回女川原子力発電所環境調査測定

技術会」、ホテル白萩 3 階萩の間。市民 2 名＋

電力関係 2 名＋記者 1 名傍聴。 

  規制委、東京電力の福島原発汚染水海洋放

出実施計画の審査書案を了承。 

（空） 

 

●脱原発みやぎ金曜デモ 
【３月】 

18 日（金） 第 423 回「金曜デモ」、寒いみぞ

れの降る中、ロシア軍はウクライナ原発への

攻撃をやめよと、反戦と脱原発を訴えて、元

鍛冶丁公園から 25 名の市民が参加。【反戦】

脱原発のみをシングルイシューとしてきた脱

原発みやぎ金曜デモですが、今、ウクライナ

では、大事故を起こしたチェルノブイリ原発

と、それ以外に稼働中の 15 基の原発が存在す

る地域での史上初めての近代戦が行われてい

ています。ロシア軍は、チェルノブイリ原発

を一時制圧し、サポリジエ原発では戦闘によ

り火災が起き、占拠しました。南ウクライナ

原発近郊でも戦闘が行われています。原発災

害の危機が迫っています。ウクライナに対す

る戦争を直ちに停止せよ、と訴えます。 

26 日（土） STOP! 女川原発再稼働 さよなら

原発みやぎ県民集会＆デモ（第 424 回「金曜

デモ」）、原発は有事にも災害にも脆弱、危険

な原発もうやめようと、雨の中、勾当台公園

市民の広場から 300 名の市民が参加。 

【４月】 

1日（金） 第425回「金曜デモ」、寒さの戻る

中、元鍛冶丁公園から25名の市民が参加。 

8日（金） 第426回「金曜デモ」、仙台市中心

街で女川原発再稼働やめよう！ と訴えて、

元鍛冶丁公園から30名の市民が参加。 

15日（金） 第427回「金曜デモ」、雨の中、元

鍛冶丁公園から20名の市民が参加。 

22日（金） 第428回「金曜デモ」、元鍛冶丁公

園から25名の市民が参加。 

29日（金・祝） 第429回「金曜昼デモ」、寒い

雨の中、女川原発再稼働やめよう!と、元鍛

冶丁公園から25名の市民が参加。 

【５月】 

6日（金） 第430回「金曜デモ」、元鍛冶丁公

園から25名の市民が参加。 

13日（金） 第431回「金曜デモ」、雨の中、元

鍛冶丁公園から20名の市民が参加。 

 

●汚染廃棄物「焼却」を 

めぐる動き 
【４月】 

22 日（金） 大崎耕土を放射能汚染させない連

絡会と大崎住民訴訟原告団、「排ガス調査結果

報告会」ちくりん舎青木一政さん、大崎市古

川教育会館、23 名参加。 

25日（月） 放射能汚染廃棄物焼却差止大崎住

民訴訟、進行協議（非公開）、仙台地裁。4月

22日に意見書提出。旧鹿島台町長の鹿野文永

さんおよび原告本人の証人尋問、年内結審を

要求。報告集会、仙台弁護士会館4階、弁護

団・原告・支援・記者25名参加。 

 【５月】 

17 日（火） 山口環境相、指定廃棄物最終処分

場を宮城県内に整備する方針変わらずと発言。 

（空） 
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